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麻問屋 春日商店創業
絹麻パッキンを開発し工業資材メーカーを創業
マテリアルブランド「 hide k ���� 」創業
伊勢丹メンズ館にて SLG コレクションを発売開始

「 LEXUS 」とのコラボレーションでランドセルを限定発売
「 Leica 」とのコラボレーションモデル発売開始
バッグコレクションを発売開始

「 The Okura Tokyo 」とコラボレーションでホテルグッズを開発
旗艦店「 gallery de kasuga 」を開業
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麻問屋を起源として工業資材メーカーの創業

　私の家業は長野市、善光寺界隈に位置する����年（明治��年）発祥の麻問屋
を起源に持つ����年創業の工業資材メーカー「NiKKi Fron（ニッキフロン）」
である。
　長野県は全国有数の麻の生産地であり、中でも北安曇と上水内がその中心
地である。古くは、東大寺の正倉院には、長野から献上された麻布が保管さ
れている。長野県では、��世紀末くらいから麻の栽培を始め、��世紀後半に
は最盛期を迎えたという。
　江戸時代には、麻は庶民の衣料や麻袋の原料として広く利用され、また、武
家の裃も麻のものが正装であった。善光寺町西部の桜小路（桜枝町）は、麻の
生産が急激に増大した����年頃から、麻の集積地として発達していった。
　麻の栽培の最盛期は明治中期頃であり、����年（明治��年）頃には、長野
県下の工芸作物として第１位を占めた。この頃、麻商人として多大なる功績
を残したのが、信州麻問屋梅木屋だ。その第一の子分として活躍したのが、
のちに暖簾分けによって独立し、「梅木屋春日栄太郎商店」を����年に創業
した初代春日栄太郎である。
　鉄道を使って販売地域を関東全般に拡大した栄太郎の麻問屋は、明治後期
から大正にかけて順調に推移し繁栄を極めた。����年（大正��年）には、長
野麻商組合の組合長として地域経済と善光寺を中心とする観光産業の発展の
ため活躍した。
　その間����年（明治��年）
に は 、 東 京 と 長 野 間 で 鉄 道 が
開 通 す る こ と に よ り 、 交 易 は
拡 大 し て 長 野 市 の 商 業 的 地 位
は 著 し く 上 昇 し 、 麻 の 販 路 も
飛躍的に拡大した。
　 麻 問 屋 の � 代 目 春 日 栄 太 郎
は 、 麻 が 軍 需 統 制 物 質 と な り
一 商 店 で 扱 う こ と が 難 し く な
る 中 で 、 家 業 の 業 態 転 換 を 模 春日栄太郎商店
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索していた。そして、商店から出る統制外の屑麻と価値がないとされた繭毛
羽に着眼して紡糸を作り、また、合糸したものから角打ちの組紐（テキスタ
イルの一種）を作り、それを特殊液に含浸することで「絹麻パッキン」を上
田蚕糸専門学校（現信州大学繊維学部）と共同で開発に成功し特許を取得し
た。続いて、絹麻パッキンの発明をもとに工業資材メーカー、日本機材工業
株式会社（現NiKKi Fron）を����年（昭和��年）に創業した。
　日本機材は、長野県内唯一の陸軍燃料本部の監督指定工場となった。陸軍
に納入された絹麻パッキンは、東南アジア地域の製油工場のポンプ類に多く
用いられて、生産が本格化していった。
 その後、絹麻パッキンを作るための紡績・紡織と配合技術を活用して、素材
をガラス繊維に転換していきテキスタイルの製造を開始した。そして、熱を
加えると硬化する熱硬化性樹脂といくつかの無機素材を配合した特殊液に含
浸 し た ガ ラ ス 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク （ G F R P ） に よ っ て 、 自 動 車 部 品 を 製 造
するトップメーカーへと発展していった。絹麻パッキンは、資源が限られる
時代において、日本の伝統的なテキスタイル技術に最先端の配合技術を融合
させることによって生まれた画期的な製品であり、
現代の日本の繊維強化プラスチックの変遷を物語
るうえで重要な位置づけとなっている。また、日本
機 材 に と っ て は 、 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 事 業 へ
本 格 的 に 参 入 し て い く 原 点 と い え る 。 日 本 機 材
は 、 マ ー ケ ッ ト ニ ー ズ に 応 じ て 、 繊 維 と 母 材 （
マ ト リ ッ ク ス ） を 転 換 さ せ て い く こ と で 新 型 の
コ ン ポ ジ ッ ト （ 複 合 材 ） を 開 発 し 製 品 化 し て き
たのである。

日本機材（現NiKKi Fron）と春日秀之

　私、春日秀之は、麻問屋を創業した初代春日栄太郎のひ孫、直系四代目と
して生まれ善光寺界隈で育った。当時、家業の日本機材は、繊維強化プラス
チック製品を主力事業とする工業資材メーカーとして麻問屋から転換を図り

絹麻パッキン
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��年近く経過していた。
　物心ついた頃から、工場に興味をもち、色や形がさまざまな素材が、多く
の工程を経て最終製品になっていく様子を見ながら、自分も素材の研究をし
たいと思うようになり化学系に進学した。高校や大学時代は、長期休暇を活
用して実際に工場でアルバイトをしていた。熟練のエンジニアから、教科書
には載っていない繊維や樹脂を実際に見て触って体感しながら、繊維強化プ
ラスチックの製造技術を習得することができた。
　����年代の大学院時代は、資源や環境を自身の大きな研究テーマと位置づ
けていた。石油代替技術の開発として、一酸化炭素と水素をもとに生分解性
プラスチックなどを合成する技術の研究（C�ケミストリー）に没頭した。
 いまでこそ、水素を使った社会、サステナビリティ社会、SDGs推進社会な
ど、環境調和型社会の実現が急速に求められるようになったが、日本はこの
分野の研究、特に光触媒を用いた水素製造技術の開発を代表とする環境資源
対策の研究において、半世紀以上前から世界をリードしていることを忘れて
はならない。
　私は、家業がコンポジットを製造しているメーカーであるが故に、かなり
早い段階から繊維強化プラスチック（FRP）に触れていた。また、学生時代
の研究経験により、今後の合成素材は環境調和型の素材でなくてはならない。
つまり、素材を作る時点で、環境や資源を意識した、あるいはリサイクルし
やすいかどうかを考えながら研究者は設計思想をもつ必要があることを強く
認識していた。
 その後、私はコンポジットの適用開発の経験を積むため、グローバルに活躍
できる大手複合材料メーカーに入社した。����年からは、フランスの文化と
習慣を学ぶために南仏の大学に�年間社費留学を経験し、����年までパリの
研究所で欧州の高級スポーツカー向けのコンポジット開発に携わった。
　フランス駐在中に出会ったコンポジットが、私の運命を変えることになった。
それは、炭素繊維強化プラスチック、通称CFRPである。ガラス繊維には馴染
みが深かったが、炭素繊維で作られるCFRPは、飛行機やスーパーカーなど、
ハイエンドでラグジュアリーな分野で使用されており、ガラス繊維とは全く
イメージが違う繊維の意匠性と感性的な価値に私は深く魅了されていた。同
時に、使用されている炭素繊維の��％以上が日本の生産であることを知り、
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大変驚くとともに、炭素繊維の適用先が欧米中心であることにとても残念な
思いをもった。
　日本は、飛行機やスーパーカーを作っていない。だから日本にCFRPの市場
がほとんどない。また、日本でCFRPの成形技術も発展していないことがわか
った。CFRPの使われている地域で成形技術が発達していくため、フランスで
も 航 空 宇 宙 産 業 の 中 心 都 市 、 エ ア バ ス 本 社 が あ る 南 仏 ト ゥ ー ル ー ズ （ A e r o -
space Valley）の周辺が最大のクラスターである。ちなみに、その範囲はボ
ルドー方面にも及び成形加工メーカーが存在し、セキュリティー関連が集ま
っているエクス・アン・プロヴァンス（SAFE）、主要各社の本社があるパリ
(ASTech)が代表的な三大クラスターである。

日本機材の経営

　����年、日本機材に入社する。元々、開発型ベンチャーとして創業した日
本機材も、自動車産業の発展によりグローバル化するマーケットと熾烈な研
究開発に追随することはせず、大手メーカーからの製造委託生産に特化する
体制になっていた。
　����年代までFRP関係の事業部が主力であったが、為替の変動によるコス
ト競争、マーケットニーズの変化により、当時の面影はなく、じり貧になっ
ていた。主力事業が、創業当時の絹麻パッキンから、米国で開発されたフッ
素樹脂（PTFE）に転 換 を し た こ と で 、 フ ッ 素 樹 脂 事 業 の 用 途 が 、 自 動 車 や

　 私 は 南 仏 に １ 年 間 留 学 を し た が 、
な ぜ か 最 初 に 選 ん だ 都 市 が 学 園 都 市
ト ゥ ー ル ー ズ で あ り 、 そ の 後 、 マ ル
セ イ ユ の 近 く の 学 術 都 市 エ ク ス ・ ア
ン ・ プ ロ ヴ ァ ン ス の 大 学 に 通 い 、 パ
リ で の 勤 務 も 含 め て 、 三 大 ク ラ ス タ
ー す べ て に 滞 在 経 験 が あ る 。 そ の 結
果 、 日 本 へ 帰 国 後 も 各 地 域 と の 交 流
を継続することができている。

＊エプシロン(本社：仏ボルドー)代表
ステファン・ルル氏とJEC����にて
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半導体産業の発展により大幅に躍進して日本機材の主力事業になっていた。
　����年、リーマンショックをきっかけに、私は��歳で代表取締役社長に就
くことになった。当初予定していたより早い登板になったが、厳しい経営環
境を乗り切ることに尽力するため、既存事業の適正化と新規事業の創出を同
時並行で推進していった。下請け型から自立型経営を目指すポイントとして、
�つの大方針を掲げた。

�、自社ブランドの設立
�、研究開発の強化
�、マーケットのグローバル化

　まずはFRP事業部の存続を真剣に社内で議論した。また、輸出先の東南ア
ジア諸国のマーケットを実際に確認した。結論として国内で採算が合わない
事業を継続することは難しいが、海外にはマーケットがあり、性能と品質が
良い日本製の商品を安価に製造できれば、高級車やアフターマーケットにて
差別化でき、市場拡大の余地があると判断した。そして、アジアの自動車産
業の中心地になっていたタイ国に����年末に新工場を建設した。
　そのとき、すでに商標登録していた、独自ブランド「NiKKi Fron」という
ネーミングを会社名に冠して、「 N i K K i  F r o n  T h a i l a n d 」 とし、製造する
FRP製品のブランド名として使用することにした。
　日本機材のニックネームのNiKKiに、開拓精神を意味するFrontierを合体
させた造語が、「 N i K K i  F r o n 」 である。翌 年 の � � � � 年 末 は 、 麻 問 屋 創 業
か ら � � � 周 年 を 迎 え 、 記 念 事 業 の 一 環 と し て 、 社 名 を ブ ラ ン ド 名 で あ る
「NiKKi Fron」に変更した。また、主力事業となったフッ素事業を中心とす
るファクトリー群を含めた敷地全体をフルリニューアルし、「the NiKKi Fron 
park」と命名し、人と自然とファクトリーが調和したものづくりパークを竣
工した。
 このとき、地元長野でものづくりを継続するために、将来的な成長が有望な
分野を見つける必要があった。そして、絹麻パッキンから始まったFRPの歴
史を絶やさないために設置したのが、繊維をガラスから炭素繊維に変更し、
CFRPの成形加工に特化した開発試作センターであった。日欧を中心に、フ
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ランスが先行している短時間成形が可能な最先端成形技術の一つ、誘電加熱
方式のパイオニア成形機メーカー（Roctool）と業務提携を図りながら、日
本で実績のある熱プレス成型機、オートクレーブと加工設備を連結し、マー
ケットニーズに応じて少量多品種から量産まで一貫して対応できる設備を拡
充させた。
　既存のノウハウ、技術、設備が活用できる分野へ転換を図っていくことが
大前提であったということ、日本のFRP業界では分業化が進んでおり、品質
の安定性の問題やコスト増などの原因になっていたことから、完成品まで作
るということが大きなメリットを生む新しい構想であった。

the NiKKi Fron park 

CFRP 開発試作センター 
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カーボン事業の独立とhide kasuga ����の創業

　カーボン事業を長野で操業させるための開発体制、生産設備は整った。次
は、マーケットの創出を考えることにした。前述したように、日本にはハイ
エンドなインダストリアル向け需要はほとんどない。つまり、待っていても
注文は簡単には来ないのである。
　CFRPの新規用途として世界を見たときに、まだマーケットが確立されてい
ない分野としてコンシューマー分野があった。私は、フランスで出会ったカ
ーボンを見たときの印象として、真っ黒ではなく、グラデーションのある深
みと折柄に、意匠性と感性的な価値を見出し、惹かれたことを思い出した。
　そもそもカーボンテキスタイルは、絹のように艶やかで柔らかい。しかし、
インダストリアル向けは、構造材として強度が必要とされるため、硬い熱硬
化性樹脂で固めてしまう。せっかくの生のテキスタイルの風合いは、ハード
コンポジットには求められていない。
　私は、炭素繊維をコンシューマー分野へ本格的に参入させるために、先行
し て マ ー ケ ッ ト 開 発 を す る 必 要 が あ る と 考 え た 。 そ し て 、 家 業 の 「 N i K K i 
Fron」の 経 営 を 実 弟 に 譲 り 、 カ ー ボ ン 事 業 に 特 化 し た 企 画 開 発 型 企 業 、
「hide kasuga ����」を����年春に東京に創業した。
 「NiKKi Fron」時代の自社ブランド創出への取り組みは、私が目指してい
るブランディング経営の前段であった。しかし、「NiKKi Fron」は工業製品
のブランドであり、一般の人々が目に触れ、手に取って触れることができる
最終製品は作ってこなかった。また、価格についても相手から決められた価
格で納入することが大半で、価格決定権もほとんどなかった。
　私は、なんとしてもマーケットに直結したブランドを作り、自分の想いを
マーケットまで伝えたかった。つまり、工業で培った技術力や品質や機能の
良さをコンシューマープロダクトによってマーケットに伝えられないかを真
剣に考えたのだ。
　なぜかと言えば、春日商店の麻からの歴史観⸺���年以上にわたり時代と
ともに事業転換してきたこと、麻、ガラス、炭素繊維という一貫した繊維の
変遷などは、コンシューマーブランドには絶対に必要な要素であり、歴 史 や
ストーリー性は、そう簡単に手に入れることができない無形的な価値だから
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だ。そして今度は、コンポジットの技術開発も含めて、ラグジュアリーコン
シューマーブランドを世界一保有しているフランスへ往来するようになった。
　高級ブランドを保有する欧州、なかでもフランス、イタリア、ドイツと比
較しても、日本にはブランドを作るための要素である歴史、技術、文化があ
る。しかし、なかなかグローバルなラグジュアリーブランドが出現してこな
い理由は何なのか？　日仏を往来しているうちに見えてきた。
　日本はこれまで機能、品質で勝負する機能性領域のなかで競争をしてきた
から、また、無形的な価値、感性的な魅力で勝負するような商品が少なかっ
たからではないか。しかし、すでに機能性領域は、マーケットニーズを満足
しており、コスト競争に突入している。時代は、機能性を担保したうえで、
感性的な魅力のある商品を求めてきている。日本もそういった機能と感性を
融合した商品を作らなければ、日本でものづくりを続けることができなくな
ると不安が募った。
　私は、日本の工業大国のポジショニングがこれ以上下がらないうちに、家
業から受け継いだ、技術とノウハウといった有形価値に歴史や文化といった
貴重な無形価値と自分自身の人と違った感じ方、表現手法にこだわってきた
個性を融合して、濃縮された独自性の高いジャパンブランドを作ることを決
意した。

炭素繊維は日本の繊維産業から生まれたジャパンブランド

　ジャパンブランドを作る。そのためには、世界の人々に対して、日本では
なくてはならない強いオリジナル性が必要である。カーボンは前述した通り、
��％以上の生産シェアを誇る日本の素材だ。なぜ日本がそこまでカーボンの
シェアをもつことができたのか？
　実は、その理由には、日本の絹から始まった繊維の歴史が詰まっている。
明治期の日本は正に殖産興業の時代、����年には絹の生産で世界一になった。
����年代から性能と生産性の高い人絹（レーヨン）に本格的な転換が始まり
����年にはレーヨンの生産量で世界一になる。この絹から人絹に代わる過渡
期に人絹メーカーとして創業した企業が、帝人や東レだった。
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　世界では、戦後本格的なモータリゼーションの時代が到来した。軽くて強
い素材がモビリティー方面で求められるようになると、レーヨンを原料とす
る炭素繊維の工業化が、米国と日本において進む。
　東レや帝人もレーヨンから炭素繊維を作る研究をしていた。日本で発明さ
れたアクリル繊維から炭素繊維を作り出す特許を利用して、東レが初めて工
業化に成功することにより、半世紀にわたりリーディングカンパニーとして
世界の��％以上の炭素繊維のシェアを保有している。
　鉄の��倍の引張強度と４分の１の軽さを誇る最先端材料は、日本で生まれ
た技術であり、炭素繊維に到達するまでには、日本の繊維の変遷の歴史が詰
まっているのである。
　私はこの歴史ある炭素繊維こそ、ジャパンブランドにふさわしい、日本の
伝統と文化と情緒が伝えることができる素材であると確信した。

ソフトカーボンの発想と開発

 カーボンテキスタイルの風合いや魅力をそのまま表現するにはどうしたらい
いのか？　試行錯誤の末に、熱可塑性の柔らかい樹脂フィルムをテキスタイ
ルの両側から温度と圧力をかけて含浸させることで、カーボン本来の折柄の
美しさを保ちながら、柔らかくて触り心地がよいソフトカーボンの開発に成
功した。開発コンセプトは、look & touchだ。

ソフトカーボンシート
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　ソフトカーボンのテキスタイルができた当初から、革小物として露出度が
高く、見た目と触り心地が重要な名刺ケースを作ろうと最終製品を想定して
いた。ソフトカーボンの特性は驚くほど軽いこと、水やキズに強いこと、こ
れらは革製品にはない画期的なことである。これまでなかった日本発信の高
級新機能素材として、����年にマーケットにリリースし、現在では、全国主
要都市で販売している。
　ソフトカーボンの素材のブランド名は「hide  k  ����」。創業した会社名
「h i d e  k a s u g a  � � � � 」のイニシャルと麻問屋の創業年である����を合体さ
せた。麻問屋から繊維への業態転換の変遷、創業者である初代と２代目の素
材への想いが詰まったブランド名である。そして、企画開発型として独立し
たばかりだが、社名である「hide kasuga ����」には、世界初のマテリアル
クリエーションカンパニーであり、日本から創造産業を、ジャパンブランド
を発信したいという想いが詰まっている。
 「hide k ����」はソフトカーボン素材の魅力を市場に伝えるために、まず
オリジナルの最終製品を自社で開発。レザーを掛け合わせた名刺入れを中心
とするSLG（スモールレザーグッズ）コレクションを発表、����年に伊勢丹
メンズ館にてデビューした。その後、全国の三越伊勢丹グループの主要店舗、
髙島屋、松坂屋などの百貨店に拡販した。
　����年には「LEXUS」とのコラボレーションで、カーボンランドセルを全
国のレ ク サ ス デ ィ ー ラ ー に て 限 定 販 売 。 同 年 に 、 ド イ ツ の カ メ ラ メ ー カ ー
「 L e i c a 」 に 素 材 が 採 用 さ れ 、 コ ラ ボ レ ー シ ョ ン モ デ ル が 限 定 販 売 さ れ た 。
����年には、より柔らかいソフトカーボンを使用したバッグコレクションを
開発し発売した。
 　����年には「The Okura Tokyo」のリニューアルオープンに伴い、コラ
ボレーションとしてキャッシュトレーやコースターなどのホテルグッズが採
用された。同年��月には、国内での“ジャパンブランド”としての認知度を定
着させるために、東京・表参道に初の旗艦店となる「gallery de kasuga」
を開業、最終製品の販売機能と素材のショールーム機能を兼ね備えたギャラ
リーとなっている。
　そして����年、カーボンファイバーを軸として展開してきた「hide k ����」
は次のステージに移る。それが「hide k ����コンポジット・テキスタイル」
である。
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人間が作ったものを人間の手によって自然に還す「価値の循環」

　����年は、天然繊維を使ったコンポジット「絹麻パッキン」を発明した�
代目春日栄太郎が生誕して���年目、そして終戦から��周年、日本としても
春日家としても節目の年である。
　��世紀は前述したとおり、技術の進歩により合成樹脂、繊維、自動車、電
気製品が開発されたことで、北半球の先進国を中心に、物質的に恵まれ、便
利で文明的な生活を人々は手に入れることができた。
　しかし、その反面、自然に対しての環境保護対策は怠ってきた。��世紀に
なり、まさにいま、我々は自然の逆襲に直面している。特に、二酸化炭素を
中心とする温暖化ガスの影響により、地球の気温は年々上昇し続けている。
それにより南極や北極の氷は解けだし、海面上昇につながり、海面から蒸発
した大量の水が大豪雨となって、日本を含め世界各地で、大水害を発生させ
ている。また、生態系が変化しているため、山に棲んでいた動物が市街地に
えさを求めて下りてくるようになり、動物と人間の距離が近くなってきてい
る。今回のコロナが動物から人間に移ったとされる原因も、温暖化が影響し
ている可能性が高い。
　これからのビジネスの進め方として、自然との共存は必要不可欠である。
移動が制限され、研究開発や営業が従来のようには進めることができない、
このような環境下で、身近なもの、身近な場所、既存の技術、伝統、歴史に
注目し、自然との共存をテーマとしたビジネスを創出することが重要である
と考える。

参考文献

日本機材工業株式会社（����年）『日本機材五十年史』日本機材工業株式会社

春日秀之（����年）『廃棄PTFEのリサイクル方法の確立』博士学位論文（信州大学） 

春日秀之（����年）『PRODUCE & RECYCLE vol.��：価値の循環』hide kasuga ���� 

春日秀之（����年）『PRODUCE & RECYCLE vol.��：素材のブランディング』 hide kasuga ���� 
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「gallery de kasuga」では「gdk sustainable box」を用意

してカーボンプロダクトの販売だけでなく回収も実施。回収後

ファイバーとマトリックスを分離し、工業用途やコンシューマ

ー用途に再利用するリサイクルスキームを構築している。

カーボンリサイクルスキーム

ソフト
カーボン
シート

カーボン
プロダクト

ファイバーと樹脂を分離

カーボン
ファイバー

市場

販売と回収

カーボンのリサイクルスキーム

価値の循環の取り組み

vol.01

��



麻の一大産地であった信州エリア（長野県）で、

「hide kasuga グループ」と信州大学繊維学部、

及び化学メーカーが中心となり行政機関とも連携

し春日秀之の家業のルーツでもある麻の栽培、麻

を使用したコンポジット材の開発、製品開発から

市場開拓までを視野に入れた循環型社会を形成し、

地場産業を育成する創造産業プロジェクトである。

����年に始動予定。

グリーン・コンポジット・ヒルズ構想

vol.02

価値の循環の取り組み
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素材 技術 農業 芸術 教育

長野（北信、東信）と東京が連携した「グリー
ン コ ン ポ ジ ッ ト ヒ ル ズ」。日 本 の 素 材、技 術、
農業、芸術、教育が複合した産業プロジェクト。

total coordination by

マトリックスの開発・生産

環境対応型プラスチック

麻のテキスタイルの開発・生産

種の品種改良 麻の栽培 紡績・紡織

G コンポジットの開発・製造

モビリティ産業 医療機器・ヘルスケア産業産業用ロボット産業

建設産業 ライフスタイル産業

showroom composite brand

分
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工学博士「春日秀之」による「gallery de kasuga」はパ
リ発の永遠に白いブランド「BLANC BIJOU PARIS」、
コ ン ポ ジ ッ ト テ キ ス タ イ ル ブ ラ ン ド 「hide k ����」の
展開を中心に、現代アート作品を展示する「ギャラリー」
や、サイエンス・アート・ビジネス・SDGsをテーマにし
た「アカデミア」などの機能を持つ新業態の複合商業施
設 で す 。 施 設 内 は � つ の ゾ ー ニ ン グ 「ギャラリー」「ラ
ウンジ」「サロン」で構成されています。

product / art / exhibition / academia

����年��月開業

owner  Dr. Hideyuki KASUGA

w
w

w
.galleryd

ekasuga.com
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長野県長野市出身。パリ・東京・長野を拠点に、素材を軸にライフスタイル全般に価値
を提供するコングロマリット「hide kasuga グループ」の代表。“価値の創造と再生” を
企業理念とする素材のシンクタンク「hide kasuga ����」の創業者であり、最先端の
工 業 素 材 を 発 想 の 転 換 で 富 裕 層コンシューマー 向 けに 創 出した、白 （PTFE）の

〈BLANC BIJOU PARIS〉と黒（カーボン）の〈hide k ����〉� つのマテリアルブラ
ンドを運営。���� 年に設立した「hide kasuga LABO」では川上と川下、そして再生
を融合させて、感性素材のプロデュースとリサイクルスキーム構築の研究に従事している。
同年に “SCIENCE to ART” をコンセプトにした旗艦店「gallery de kasuga」を東京・
表参道に開業。また、ヨーロッパの老舗メゾンや日本の素材メーカーに対しコンサルティ
ングや講演活動をおこなっている。

株式会社 hide kasuga ���� 代表
hide kasuga LABO 研究所長
gallery de kasuga オーナー
株式会社 hk���� LINKS 代表
仏国法人 BLANC BIJOU 代表
BLANC BIJOU 株式会社 代表
早稲田大学 理工学術院総合研究所 客員講師・客員研究員

役職

東京商工会議所 国際経済委員会 委員
日刊工業新聞社主宰 ��� 年経営の会 理事
パリ商工会議所管轄 日仏経済交流委員会 会員
日刊工業新聞社主宰 長野産業人クラブ副会長

東京

パリ
長野

公職

事業経営 / 事業創出 / ブランド開発 / ブランディング戦略 / 
複合材の適用開発 / LCA / 高分子化学 / 資源・環境化学 / SDGs

専門分野

学位論文「廃棄 PTFE のリサイクル方法の確立」
PRODUCE & RECYCLE vol.��「価値の循環」
PRODUCE & RECYCLE vol.��「素材のブランディング」

著書

日本化学会 / 日本材料学会 / 日本ロボット学会 /
先端材料技術協会（SAMPE Japan) / 日本感性工学会

所属学会

特許 特許第 ������� 号  「PTFE リサイクル技術」

Dr. Hideyuki KASUGA

春日 秀之

事業家  /  プロデューサー  /  博士 ( 工学 )
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